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研究成果の概要（和文）：やなせたかしの編集による『詩とメルヘン』について、詩の投稿雑誌としての意義を
考察した。読者たちが、編集側の企画やイラストに対し、どのように共鳴し、どのように齟齬を感じるのか、ま
た同誌における〈メルヘン〉の定義についても分析した。
さらに、創業者の辻信太郎が執筆した複数の物語や、サンリオが拡大した事業についても分析した。例えば漫画
誌『リリカ』におけるリリシズムや、映画製作の意義と変遷、さらに、サンリオSF文庫を主導した山野浩一のSF
観や、SF文庫と少女漫画家とフェミニズムとの関係などを分析した。それらを通して、1970年代の文学と文化の
変容を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We considered the significance of ``Shi To Meruhen" edited by Takashi Yanase
 as a magazine for submitting poetry. We analyzed how readers resonated with and felt conflicted 
with the editor's plans and illustrations, and also analyzed the magazine's definition of ``fairy 
tale."
We also analyzed several stories written by company founder Shintaro Tsuji and the businesses that 
the Sanrio company expanded into. For example, we analyzed the lyricism in the manga magazine ``
Ririka", the significance and changes in film production, the SF views of Koichi Yamano, who led 
Sanrio SF Bunko, and the relationship between SF Bunko, girls' manga artists, and feminism. Through 
these works, he revealed the transformation of literature and culture in the 1970s.

研究分野： 近代日本文学

キーワード： 文芸投稿誌　詩　メルヘン　映画　SF　少女マンガ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
1970年代は、政治の季節とされる1960年代、大量消費時代とされる1980年代の間に挟まれ、過渡期として積極的
な位置づけがなされずにきたが、これについて複数の文化を横断して分析した。サンリオ創業者の辻信太郎や
『詩とメルヘン』を編集したやなせたかしなどは、教養への親炙を戦争によって中断されたが、それらが戦後の
事業としてどのように展開されたのか、それをきっかけに文学がサブカルチャーの発現にどのように関わったの
か、などを通して、文学から社会を分析する視座を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本近代文学研究において韻文研究は多いわけではなく、詩の実作者によって担われている

ことも多い。女性の詩については、〈女性詩〉がタームとして詩雑誌をにぎわせる 1980 年代以
降を対象としたものが多い。また、詩壇の詩人ではなく、一般享受者を対象とした研究も殆どな
かった。 
一方、1970 年代という時代は、文化研究や社会学においても、政治の季節とされる 1960 年

代、大量消費時代とされる 1980 年代の間に挟まれ、音楽やテレビ、雑誌など特徴的なメディア
が語られながらも、過渡期として積極的な位置づけがなされずにきた。そこで、これらを視野に
入れて研究できる対象として、サンリオ株式会社が出版した書籍に着目した。 
サンリオ株式会社は、現在はキャラクター商品で有名であり、キャラクターに代表される日本

的〈かわいい〉の定義や現象についての研究は蓄積もある。だが、サンリオ創業時から、詩、メ
ルヘン関連の書籍や雑誌、SF 文庫や、海外の翻訳を扱うサンリオ文庫、またアニメーションや
ドキュメンタリー映画の制作など、幅広い文化的事業を行っていたことには注目がされていな
かった。一企業を視座に、日本的〈かわいい〉現象にこだわらずに、上記の課題に取り組もうと
した。 
 
２．研究の目的 
 
①一般享受者を対象とした詩研究の方法論確立、②1970 年代の女性をめぐる文化的構図の把

握、の 2 点を主な目的とした。 
それにより、文化と事業、ハイカルチャーとサブカルチャーといった対立概念に回収されない、

多様な文化の構成と流動を把握することを目標とした。 
その際、サンリオのキャラクター開発のきっかけとなった「ギフト」という考え方が、出版に

おいてもギフトブックの制作として表れ、作品内容における〈愛〉や人間関係の捉え方と連動し
ていることに着目した。また、それらがジェンダー概念といかにつながっているかにも注意を払
った。 
 
３．研究の方法 
研究代表者である小平麻衣子が、投稿雑誌における文学的教養の普及と書き手の育成につい

ての研究を担当した。研究分担者では、尾崎名津子が日本的〈ファンシー〉に関わる概念整理を
担当、吉田司雄が、創元 SF 文庫やハヤカワ文庫と差異化されたサンリオ SF 文庫の特色や映画事
業の意義づけについてを分担、徳永夏子は 1970～1980 年代の女性文学をめぐる政治性と消費の
関係についての研究、井原あやは 1970～1980 年代の女性雑誌と文学の関係についての研究を担
当とし、各自の研究と、複数回にわたる研究会でのゲストのコーディネートを行った。 
主な対象を、雑誌『詩とメルヘン』、創業者・辻信太郎の著作、『いちご新聞』、マンガ詩『リ

リカ』、SF 文庫と定め、各自の文学研究の方法論と知見をふまえて読解を進め、研究発表と議論
を繰り返した。映画事業については、映画研究の専門家を招いて交流を試み、実作者やイラスト
レーターへのインタビューも行い、複数の視座を確保できるように努めた。 
 
４．研究成果 
複数の研究会において発表・議論を行った主要な研究成果は、『サンリオ出版大全―教養・メ

ルヘン・SF 文庫』（慶應義塾大学出版会、2024 年）として刊行したため、以下にその要約を記述
する。 
本書は四部からなり、第一部「雑誌共同体と外部」は、代表的刊行物である雑誌『詩とメルヘ

ン』について、そこでの「詩」と「メルヘン」がどのような内実を持つのか、雑誌の内部のみな
らず、外部との対比も視野に入れて概観した。第二部「女性詩のバリエーション」では、『詩と
メルヘン』の女性詩の動向をより詳細なレベルで分析した。語の選択、テーマ、イラストとの関
係など、複数の視座からアプローチした。第三部「教養ある商品」では、サンリオの多角的な事
業展開とは一見異質にもみえる教育・教養的な理念について複数のメディアを横断して分析し
た。第四部「産業と科学とフェミニズム」では、エンターテインメントとして視覚的、映像的な
要素と結ぶジャンルにおける展開について、文化産業の主要な構造への同調と、独自路線の追求
という両面から分析を行った。 
第一部では、小平麻衣子「『〈 だったら〉の詩情――『詩とメルヘン』とジェンダー」が、出

版部創成期のバラエティある刊行物、現代女性詩人叢書という前史、同時期の女性雑誌との関係
などから『詩とメルヘン』を概観した。創刊時から 1980 年代にかけて、比喩の使い方や女性の
セクシュアリティの浮上などの変化を跡付けた。大島丈志「詩はだれのものか？――『詩とメル
ヘン』におけるやなせたかしの抒情と編集方針」は、素人性を重視するゆえに詩論を排したやな
せたかしの編集方針、詩作の特徴と矛盾を、「本来性志向」をキーワードに複数のテクストから



抽出した。 
吉田恵理「『詩とメルヘン』のマザーグースとアリス―ポスト戦後詩のノンセンスの視座から」

は、1960 年代後半から 70 年代に起こった「詩のブーム」をきっかけに、現代詩が商品化や大衆
化に対峙するなかで生じた問題意識として〈ノンセンス〉を論じ、『詩とメルヘン』との接点を
探った。尾崎名津子「感傷の在り処――『詩とメルヘン』と安房直子」は、『詩とメルヘン』に
おける「メルヘン」とはいかなるものかを、安房直子のテクストから探った。花など植物を多く
モチーフとし、何かを獲得すると同時に喪失するという〈感傷〉の形式を見出した。 
第二部では、米山大樹「きのゆりと「『詩とメルヘン』――詩の計量的分析から」は、『詩とメ

ルヘン』の投稿者・きのゆりを対象に、テキストマイニングの手法を用いて分析した。〈少女〉
概念や詩集ごとの「わたし」と他者との関係性などを明らかにした。井原あや「〈少女〉から〈兄
貴〉へ――『詩とメルヘン』をめぐる言説と誌面の変化」は、1970 年代後半から 80 年代初めの
『詩とメルヘン』を、周辺の雑誌メディアの中に位置づけ、その上で、具体的な女性投稿詩を取
り上げ、母娘関係、結婚、恋愛関係に対する繊細なまなざしのみならず、社会への反抗など、〈少
女〉という先入観には収まらない表現があることを明らかにした。 
徳永夏子「言葉を送ること、受け取ること――『詩とメルヘン』における共鳴の方法」は、1980

年代『詩とメルヘン』のイラスト重視、特に美少女画に注目し、そこに描き手と少女の不均衡な
関係が含意されていたことを、詩の投稿者の一人である内城文恵（まっしろ）のテクストを例に
読み解いた。 
第三部では、河田綾「ひたすら信じつづけること―― 辻信太郎におけるメルヘン」は、辻信

太郎が語った「やさしさと思いやりの輪」の機構を、彼自身が執筆した文学的テクストを通じて
分析した。帆苅基生「『いちご新聞』の中の〈文学〉――ファンシーな教養主義」は、『いちご新
聞』におけるいちごの王様のメッセージに、人間形成のために本を読むことを勧める教養主義的
な主張があることを指摘し、具体的に言及された文学作品の傾向を確認した。村松まりあ「マン
ガ雑誌『リリカ』の挑戦」は、1970 年代に刊行されたマンガ誌『リリカ』が、オールカラーの斬
新な誌面であったにもかかわらず短命に終わるまでの経緯を跡付け、サンリオ的「リリシズム」
のマンガにおける表れを分析した。 
第四部では、木村智哉「サンリオの映画事業とその時代」が、映画事業を制作と配給の面から

概観し、映画業界以外が参入するという 1970 年代における日本映画産業の構造的な転換の中に
位置づけた。加藤優「サンリオＳＦ文庫の小説世界――山野浩一のＳＦ評論とその実践」は、1980
年代を中心に刊行されたＳＦ文庫を、同時代のＳＦブームと照らし合わせ、山野浩一のＳＦ観が、
科学やテクノロジーではなく、日本の主体性のある論理を求めるものであったことを具体的に
提示した。吉田司雄「サンリオＳＦ文庫とフェミニズムＳＦの地平」は、サンリオＳＦ文庫が、
女性作家をいち早く紹介した経緯を辿り、日米の事情を背景に、竹宮恵子や、萩尾望都などの少
女マンガを介在させながら、フェミニズムとしての展開の有無や違いを検討する。 
さらに、サンリオ出版に関わった創作者、イラストレーター、会社関係者に講演またはインタ

ビューを行い、収録した。 
以上によって、辻信太郎とやなせたかしに見られるような、戦前の教養にも連なる出版事業か

ら、大量消費時代のサブカルチャーの新興に至る具体相を把握し、併せて女性の書き手の文学へ
の参加のしかたを明らかにすることができた。 
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